
岩
手
中
学
校
に
お
け
る
学
徒
動
員
の
概
要

昭
和
十
二
年
に
日
中
戦
争
（
支
那
事
変
）
、
同
十
六
年
、

太
平
洋
戦
争
へ
と
戦
争
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
て
、
学
園
は

急
速
に
戦
時
体
制
に
組
み
吐
ま
れ
、
や
が
て
三
年
生
以
上

の
学
年
は
、
軍
需
工
場
へ
と
動
員
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

◆
昭
和
十
六
年
二
月
　
「
青
少
年
学
級
食
糧
飼
料
等
増
産

連
動
実
施
阜
綱
」
が
出
さ
れ
る
。
勤
労
奉
仕
は
、
国
風

協
力
の
実
筏
的
教
育
と
な
っ
た
。

◆
昭
和
十
六
年
大
月
　
石
桜
報
国
団
が
結
尽
さ
れ
る
。
学

枚
長
を
団
長
と
し
、
総
務
部
、
鍛
錬
部
、
国
防
訓
線
部
、

文
化
部
、
生
活
部
を
組
織
し
た
。

◆
昭
和
十
六
年
十
月
　
岩
手
中
学
枚
報
国
隊
が
編
尽
さ
れ

る
。
学
枚
長
を
報
国
隊
長
、
教
頭
を
大
隊
長
と
し
、
第

一
中
隊
（
一
年
）
、
第
二
中
阻
（
二
年
）
、
第
三
中
隊
（
三

年
）
、
第
四
中
隊
（
四
年
）
、
第
五
中
隊
（
五
年
）
で
碑

嵐
さ
れ
た
。
風
俗
は
戦
闘
帽
に
各
卸
畔
（
ゲ
ー
ト
ル
）
、

そ
し
て
胸
札
を
着
装
し
、
挙
手
の
礼
を
強
阜
さ
れ
た
。

◆
昭
和
十
八
年
五
月
　
「
勤
労
報
国
阻
整
備
妥
綱
」
発
表

さ
れ
る
。

◆
昭
和
十
八
年
大
月
　
「
学
徒
戦
時
動
員
体
制
確
立
阜
綱
」

決
定
さ
れ
る
。

◆
昭
和
十
九
年
二
月
　
「
決
戦
非
常
措
置
鼻
綱
」
決
定
。

◆
昭
和
十
九
年
三
月
　
「
決
戦
非
常
措
置
鼻
綱
に
暴
く
学

徒
動
員
実
施
阜
綱
」
閣
議
決
定
。
こ
れ
に
よ
り
、
私
達

は
通
年
動
員
と
な
り
、
三
卑
生
以
上
の
夜
営
は
完
全
に

停
止
状
態
と
な
っ
た
。

◆
昭
和
十
九
年
大
月
二
十
五
日
　
甲
早
生
九
十
一
名
、
久

慈
鉱
山
へ
動
員
。
十
月
三
菱
膏
工
川
崎
工
場
に
配
置
換

え
。

◆
昭
和
十
九
年
七
月
十
七
日
　
且
年
生
六
十
三
名
、
日
本

鋳
造
鶴
見
工
場
へ
動
員
。

◆
昭
和
十
九
年
十
月
　
三
年
生
は
久
慈
鉱
山
へ
動
員
。
十

二
月
日
本
製
鋼
横
浜
製
作
蹄
に
配
置
換
え
。

以
上
が
私
達
を
め
ぐ
る
学
徒
動
眉
の
粗
宴
で
あ
っ
た
。


